
令和元年度
瀬 戸 ・ た か ま つ ネ ッ ト ワ ー ク
瀬戸・高松広域連携中枢都市圏 講演会

選ばれ続ける地域とは
2月13日 (木) 14:30～ (受付14:00)

香川県社会福祉総合センター
１階コミュニティホール

無料（先着50人:託児サービス（要予約）・手話通訳あり）
※参加申し込みは、裏面をご覧ください。

講師 スイス在住の「観光カリスマ」

JTIC.SWISS代表

や ま だ け い い ち ろ う

山田 桂一郎氏

世界のトップレベルの観光ノウハウを各地に広
めるカリスマとして、これまでのヨーロッパを中心とした環
境保全と世界各地における滞在プログラム・ツアーの実施と観光・
集客交流の事業化、マーケティングの経験を活かし、観光・地域振
興に関する講演やセミナーの講師として全国各地から招聘されてい
る。また、日本国内でも地域振興のコンサルタントとして様々な事
業化を進め、多方面で積極的に事業活動を展開し、多くの実質的な
成果と結果を残す。近年は観光庁「訪日観光セミナー」講師、ミ
シュラン・グリーンガイドの取材コーディネイトも行う。2011年
には週刊日経ビジネス誌において「次代を創る100人」の一人とし
て選出された。

【主な著書】
■「観光立国の正体」新潮新書
■「知られざる日本の地域力」今井出版
■「しなやかな日本列島のつくりかた」新潮文庫

ほか

三重県津市生まれ
1987年 スイス・ツェルマット観光局

日本人対応インフォメーション
セールスプロモーション担当

1992年 JTIC.SWISS
（スイス 日本語インフォメーションセンター）設立

1996年 スイス・ヴァレー州観光局日本・アジア向け
プロモーション担当

2004年 特定非営利活動法人日本エコツーリズム協会
理事、まちづくり観光研究所主席研究員

2005年 内閣府、国土交通省、農林水産省
「観光カリスマ百選」認定

2010年 総務省「地域力創造アドバイザー」
2014年 にっぽん炊き込みごはん協会代表
2015年 内閣官房「地域活性化伝道師」
2015年 和歌山大学教育政策アドバイザー
2016年 内閣官房「クールジャパン地域プロデューサー」
2016年 北海道大学観光学高等教育センター客員教授、

奈良県立大学客員教授
2017年 和歌山大学南紀熊野サテライト客員教授

日時

場所

入場



「いつでも、どこでも、誰にでも」から

「今だけ、ここだけ、あなただけ」へ

2003年の観光立国宣言から、日本を訪れる外国人旅行者数は
順調に増加し、2018年には年間3,000万人を超えた。

オーバーツーリズムの影響も各地で発生しているほどに。

その半面、地方の旅館や民宿、商店街などの多くが訪日外国人旅行
者の恩恵を受けることなく、事業を好転させることが出来ずに低迷

しているところも少なくない。

今、地方に必要なのは当地でなくてはならない高付加価値な商品・サー
ビスである。そのためには、これまで以上に地域内の産業間連携による

総合産業化とブランド化。選ばれ続ける地域になるために必要なことと
は何か。

瀬戸・たかまつネットワーク（瀬戸・高松広域連携中枢都市圏）とは…
香川県の高松市、さぬき市、東かがわ市、土庄町、小豆島町、三木町、

直島町及び綾川町の3市5町で構成する圏域です。
世界の宝石と称される瀬戸内海に面し、穏やかな気候と人柄、都市と

自然が混じりあった圏域の特⾧をいかしながら「輝きと活力にあふれ
島、街、里が織りなす 創造性豊かな交流圏域」を目指し、以下の分野
で様々な取組を進めています。

■圏域全体の経済成⾧のけん引
デリバリーアーツ事業、ブランド農産物育成支援事業など

■高次の都市機能の集積・強化
ICカードを利用した公共交通利用促進事業など

■圏域全体の生活関連機能サービスの向上
ファミリー・サポート・センター事業、移動図書館巡回事業など

※ご記入いただきました個人情報は、厳重な管理のもとに本講演会に関してのみ使用いたします。

【問い合わせ・申し込み先】
瀬戸・高松広域連携中枢都市圏
〒760-8571 高松市番町1-8-15 高松市 市民政策局 政策課
TEL 087-839-2135 / FAX 087-839-2125
Mail  seisaku@city.takamatsu.lg.jp

会場までのアクセス

★香川県社会福祉総合センター
JR高松駅から
徒歩 約15分
バス 約15分
（県庁・日赤前下車）

ことでん瓦町駅から
徒歩 約10分

参加申し込み方法
参加申込書に記入の上、郵送、ＦＡＸ、
Ｅメールのいずれかでお申し込みください。
※右のQRコードからも申し込みできます。

（瀬戸・高松広域連携中枢都市圏講演会 参加申込書）

（※ご記入いただいた連絡先へ連絡の
上、別途「託児申込書」で申し込みと
なります。ご注意ください。）

氏名 :

所属団体名 :

連絡先 :
託児が必要な場合は、右欄
に〇を記入してください。


